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誰もが安心して暮らせる町づくりを目指し、今年も10月
1日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が始まりまし
た。 菊池市でも、多くの地域の皆さまのご協力により共同募
金活動を展開しています。

●赤い羽根共同募金運動は、あらかじめ“使いみちの計画”
を立てることが義務づけられており、目標額は、福祉団体
等からの計画（申請）をもとに決定しています。
●本年度に集まった募金の約7割が、来年度の菊池市での福
祉活動に活用され、残りの約3割が、来年度の菊池市も含
めた県内での広域的な福祉活動等に活用されます。
●皆さまからお寄せいただいた募金は、菊池市の福祉活動
だけでなく、災害で被災された方々への義援金や支援活
動など、広域的に使用されています。
　共同募金運動の趣旨である『たすけあいのこころ』をご理
解いただき、より広く多くの市民のみなさんのご参加、ご
協力をお願いいたします。

～菊池市共同募金委員会～

赤い羽根共同募金運動

令和3年度 募金目標額
7,550,000円

10月1日～12月31日

～じぶんの町を良くするしくみ～

赤い羽根共同募金オリジナルグッズ付き募金のご案内

オリジナルグッズ付き募金のお問い合わせは、菊池市社会福祉協議会・泗水支所（☎38-5382）まで

500円分クオカード・500円分図書カード

オリジナルグッズ付き募金は、菊池市社会福祉協議会本所または泗水支所（泗水地域福祉センター）にて受付ています。

3色ペン 2色＋
シャープペン

くまモン×赤い羽根共同募金ピンバッジ

各1,000円

500円 500円

各500円
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コロナウイルス感染予防のため、人と人とのつな
がりが希薄化している場面も多々みうけられます
が、地域配分事業があったからこそ“今の自分ができ
る事”を考える機会を設ける事ができました。「なぜ
人と距離を保つのか？」「なぜイベントを中止にする
のか？」それは、「みんなの命を守る為」と！！「つな
がりが薄くなっている
んじゃない。命を守る
為の行動なんだ」と
しっかり学ぶことがで
きました。ありがとう
ございました。

●菊池市老人クラブ連合会

●菊池市ボランティア連絡協議会

●菊池地区保護司会菊池分会

●菊池こころのネットワークフェア実行委員会

●ひこばえ輪々の会

●菊池市老人クラブ連合会　●菊池市身体障害者協議会　●菊池市ひとり親の会
●菊池市ボランティア連絡協議会　●菊池市子ども会育成協議会　●菊池市保育協議会
●菊池地区保護司会（菊池分会）　●菊池市更生保護女性会　●菊池ひまわりの会
●菊池こころのネットワークフェア実行委員会　●菊池市社会福祉協議会
●旭志新明放課後児童クラブ　●ひこばえの会　●シャンティ・ハート
●ひのくにスマイル食堂

●菊池市身体障害者福祉協議会

●菊池市子ども会育成協議会

●菊池市更生保護女性会

●菊池市社会福祉協議会

●ひのくにスマイル食堂

菊池市には、下記の団体が赤い羽根共同募金運動の助成を必要としています。

皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

皆さまのご協力よろしくお願いします

●菊池市ひとり親の会

●菊池市保育協議会

●菊池ひまわりの会

●シャンティ・ハート

ありがとうメッセージ（令和2年度の活動より）
旭志新明放課後児童クラブ

交流会もできなくなりどうしようかと言っていた
時に、助言をいただき、この助成金によって会員全員
の方々に、この現状の中ですぐに役立つマスクを贈
ることが出来ました。
その品物に乗せて「元気で
乗り越えましょう。またお会
いしましょう」とエールが送
れたことも素晴らしいこと
だったと思っています。あり
がとうございました。

ひこばえ輪々の会

募金箱設置にご協力いただいています。

ダイナム熊本菊池店 様

JA菊池 泗水中央支所 様

道の駅泗水 養生市場 様 コッコファーム 様道の駅七城 メロンドーム 様

JA菊池 七城中央支所 様JA菊池 旭志中央支所 様JA菊池 菊池中央支所 様市役所 売店 様

きくち観光物産館 様
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再
開
の
き
っ
か
け
に

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
サ

ロ
ン
活
動
を
自
粛
し
て
い
る
地
区

が
多
い
中
、
お
世
話
役
の
皆
さ
ん

か
ら
は
「
い
つ
に
な
っ
た
ら
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
」、「
地
域
の
高
齢

者
は
閉
じ
こ
も
っ
て
弱
っ
て
し
ま

う
」
と
の
悩
み
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
声
を
受
け
、
９
月

13
日
と
29
日
に
「
サ
ロ
ン
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
」
を
開
催
。

そ
れ
ぞ
れ
20
名
程
の
地
域
サ
ロ
ン

の
お
世
話
役
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き
る
サ
ロ
ン

ま
ず
は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
、

地
域
の
交
流
の
意
義
を
改
め
て
伝

え
、
社
協
が
サ
ロ
ン
活
動
を
推
奨

し
て
い
る
背
景
を
説
明
。
続
け
て
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
活
動
を

継
続
し
て
い
る
地
区
を
紹
介
し
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
接
触
を
避
け
距
離
を

保
ち
な
が
ら
で
き
る
ゲ
ー
ム
や
脳

ト
レ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
紹

介
し
、
皆
で
一
緒
に
や
っ
て
み
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
対
策
を
と
れ

ば
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、「
私

自
身
が
楽
し
く
て
元
気
に
な
っ
た
」、

「
さ
っ
そ
く
地
域
の
皆
さ
ん
と
再

開
の
相
談
を
し
た
い
」
な
ど
の
声

が
た
く
さ
ん
聞
か
れ
ま
し
た
。

で
き
る
こ
と
を
で
き
る
形
で

あ
る
お
世
話
役
さ
ん
か
ら
は
「
感

染
リ
ス
ク
ば
か
り
考
え
て
地
区
の

行
事
を
中
止
し
て
い
た
が
、
そ
の

間
に
実
際
に
弱
っ
て
し
ま
っ
た
高

齢
者
も
い
る
。
や
は
り
短
時
間
で

も
集
ま
る
こ
と
が
大
事
と
実
感
し

た
」
と
の
声
も
。

「
人
と
話
す
こ
と
」、「
無
理
な

く
体
を
動
か
す
こ
と
」
は
介
護
予

防
・
認
知
症
予
防
の
た
め
に
と
て

も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
地

域
サ
ロ
ン
は
ま
さ
に
ピ
ッ
タ
リ
の

取
組
み
で
す
。

感
染
症
へ
の
対
策
や
配
慮
は
続

け
な
が
ら
、「
で
き
る
こ
と
を
で
き

る
形
で
」
を
合
言
葉
に
、
一
緒
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

参
加
者
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
コ
ロ
ナ
に
よ
り
公
民
館
等
室
内
で

の
再
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
悩
む

・
地
域
活
性
化
の
た
め
早
く
サ
ロ
ン

活
動
を
開
始
し
た
い

・
活
動
が
「
マ
ン
ネ
リ
化
」
し
て
い

る
様
子
な
の
で
「
楽
し
い
会
」

に
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

欲
し
い

・
講
座
を
聞
い
た
の
で
、
再
開
に
つ

い
て
少
し
考
え
て
み
ま
す

・
サ
ロ
ン
世
話
役
の
世
代
交
代
が
難

し
い

・
今
日
の
よ
う
な
話
を
聞
く
と
、
や

は
り
「
サ
ロ
ン
や
ろ
う
か
な
」

と
思
っ
た

地域サロンの再開に向けて ～サロンレクリエーション講習会～

地域のつどいの場に ベンチプロジェクト＋移動販売車 ～龍門地区～



菊女式さくら子ちゃんの脳トレノート
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菊
池
女
子
高
校
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
人
と
の
交
流
が
減
少
し
て
い
る

中
、
地
域
の
高
齢
者
の
介
護
予
防
、

認
知
症
予
防
に
、
菊
池
女
子
高
校
の

生
徒
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
進
め
て
い
る
「
域

学
連
携
事
業
」（※

注
１
）
の
一
つ
の

取
組
み
と
し
て
、
菊
池
女
子
高
校
と

菊
池
市
社
協
の
共
同
で
始
動
し
た
も

の
で
す
。

こ
の
た
び
、
夏
休
み
期
間
に
生
徒

た
ち
が
考
案
し
問
題
を
ま
と
め
た
『
菊

女
式 

さ
く
ら
子
ち
ゃ
ん
の
脳
ト
レ

ノ
ー
ト
』
の
第
1
号
（
10
月
号
）
が

完
成
し
ま
し
た
。

高
校
生
の

ア
イ
デ
ア
を
活
か
し
た
問
題

脳
ト
レ
の
問
題
は
20
ペ
ー
ジ
構
成

と
な
っ
て
お
り
、
学
校
の
教
科
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
や
、
漢
字
、
計
算
、

間
違
い
探
し
、
季
節
の
話
題
な
ど
バ

ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
、

体
操
や
簡
単
な
ゲ
ー
ム
、
手
描
き
の

イ
ラ
ス
ト
問
題
な
ど
も
あ
り
、
意
欲

や
思
考
力
を
刺
激
す
る
工
夫
が
満
載

で
す
。
ま
た
、
大
き
な
文
字
や
分
か

り
や
す
い
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
、
高
齢

者
へ
の
配
慮
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
池
女
子
高
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

表
紙
に
は
、
菊
池
女
子
高
の
生
徒

が
生
み
出
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
『
さ
く
ら
子
ち
ゃ
ん
』
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
花
び
ら
を

な
お
、
個
人
へ
の
配
布
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
問
題
は
社
協
お
よ
び
菊
池

女
子
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※

注
１

「
域
学
連
携
」
と
は
、
学
生
や
教
員

が
地
域
に
入
り
、
住
民
や
地
域
団
体

等
と
と
も
に
地
域
づ
く
り
を
継
続
的

に
行
う
取
組
み
の
こ
と
で
す
。
地
域

活
性
化
や
人
材
育
成
を
目
指
し
て
お

り
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と

し
て
全
国
で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

菊
池
市
で
は
平
成
25
年
度
に
ス
タ
ー

ト
し
、
８
大
学
、
３
高
校
、
14
の
地

域
づ
く
り
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

大
学
が
持
つ
「
知
恵
」、
高
校
が
持
つ

「
若
さ
」、
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
持
つ

「
や
る
気
」、
行
政
の
知
識
等
、
様
々

な
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
り
、

協
力
・
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
て
い

ま
す
。

モ
チ
ー
フ
に
し
た

ピ
ン
ク
色
の
髪
が

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

地
域
サ
ロ
ン
へ
配
布

10
月
７
日
、「
北
原
区
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」（
隈
府
）
で
脳
ト
レ
ノ
ー
ト
の

お
披
露
目
を
兼
ね
て
、
参
加
者
と
高

校
生
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
の
上
、
適
度
な
距
離

を
保
ち
な
が
ら
一
緒
に
問
題
を
解
き
、

答
え
合
わ
せ
を
し
た
後
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
で
き
る
ゲ
ー
ム
や
体
操
を
楽

し
み
ま
し
た
。「
今
日
は
楽
し
か
っ
た

〜
」「
高
校
生
に
元
気
を
も
ら
っ
た
」

と
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
笑
顔
で
公
民

館
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
脳
ト
レ
ノ
ー
ト
は
、
毎
月
１
回
、

菊
池
女
子
高
校
で
問
題
を
考
案
、
菊

池
市
社
協
が
制
作
し
、
市
内
約
90
カ

所
の
地
域
サ
ロ
ン
へ
配
布
し
ま
す
。

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
と
サ

ロ
ン
の
活
性
化
に
活
用
し
て
も
ら
う

予
定
で
す
。
詳
し
く
は
菊
池
市
社
会

福
祉
協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

高校生が

問題作成
脳トレ

～域学連携で介護予防・認知症予防～
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９
月
・
10
月
に
隈
府
小
学
校
、
泗
水

西
小
学
校
の
小
学
４
年
生
の
福
祉
体
験

学
習
の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
し
た
。

車
い
す
体
験
や
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、

高
齢
者
疑
似
体
験
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン（※

）に
つ
い
て
の
講
話
を
通
し

て
、障
が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
理
解

や
、み
ん
な
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

「
体
験
を
し
て
み
て
、
お
じ
い
さ

ん
・
お
ば
あ
さ
ん
や
障
が
い
の
あ
る
人

の
気
持
ち
が
分
か
り
ま
し
た
」「
サ
ポ
ー

ト
す
る
人
の
大
変
さ
が
分
か
り
ま
し

た
」「
地
域
の
人
に
福
祉
の
こ
と
を
伝

え
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
の
気
持
ち
や
、
町
の

中
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

菊
池
市
社
協
で
は
、
小
・
中
・
高
校

に
向
け
た
福
祉
体
験
学
習
の
お
手
伝
い

や
、
福
祉
に
関
す
る
講
話
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は

文
化
・
言
語
・
国
籍
や
年
齢
・
性
別
・

能
力
な
ど
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
こ

と
を
目
指
し
た
建
築
・
設
備
・
製
品
・

情
報
な
ど
の
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
。
ま
た
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
過
程
の
こ
と

で
す
。

福祉体験学習 ～隈府小・泗水西小～

案内
菊池市子育てサポートセンター

入会のための講習会
サポーター募集

にこにこサービスセンター講習会
菊池市子育てサポートセンターでは子育てのお手

伝いをしたい方（おたすけ会員）を募集しています。

会員として活動いただいた方には、活動時間に合わ

せて報酬があります。

日時　令和3年12月11日（土）

　　　9：30～12：00まで（受付は9：00から）

　　　令和3年12月18日（土）

　　　9：30～12：00まで（受付は9：00から）

場所　菊池市福祉会館　2階　大研修室

　　　（菊池市隈府888番地）

募集定員　10人（子育てのお手伝いをしたい方）

　　　　　※託児を希望される方は事前に

　　　　　　お申込みをお願いします。（先着5名）

お問い合わせ・申込み

　　　菊池市子育てサポートセンター

　　　☎080-2781-3642

申込み締切　令和3年12月3日（金）

　主に高齢者の方のちょっとした困りごとのお手伝

いをしてくださる方を募集します 。内容や時間に応

じて活動費を支給します。

日時　令和3年11月25日（木）

　　　13：30～（2時間程度）

場所　菊池社会福祉協議会　旭志支所

内容　・菊池市の高齢等の現状について

　　　・コミュニケーションについて

　　　・サポーターの役割について

お問い合わせ

　　　菊池市社会福祉協議会

　　　にこにこサービスセンター

　　　☎0968-25-5000

泗水西小
車いす体験

泗水西小
高齢者疑似体験

隈府小
車いす体験

隈府小
アイマスク体験

案内
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「どんなモノでも『ごみ』と思わない」　想いに向き合う家財整理講座
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う
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清
掃
作
業

今年度1回目の「在宅介護者のつどい」を9月22日に開催
しました。今回は菊池市「認知症介護家族のつどい」「男性介
護者のつどい」と合同で開催しました。
『捨てるだけではない、想いに向き合う家財整理講座』と題
して、遺品整理士・特殊清掃士として活躍中の福思企画（ふく
しきかく）の山口由弘氏に生活をより良くするための片付け
のヒントを教えていただきました。
まず、片付けの際に出てきたモノは、どんなモノでも「ごみ」
と思わないこと。品物には使い手の気持ちが入っているとい
う事を忘れずに片付けを進めることが重要だそうです。ま

た、どこから手を付けて良いのか分からない場合は、まずは
タンスの引き出しなどのような小さい場所から始めると、ス
トレスなく作業を進めることができるそうです。最後には、自
分の思い描く快適な空間づ
くりを考えるワークを行い
ました。
参加者からは「思い出の
ある古い品物の処分」につ
いて質問が出ていました。
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脳トレチャレンジ！脳トレチャレンジ！
回答していただいた方から、抽選で1名の方に
農産物セットをプレゼントします。

クイズの答えやご意見等と、住所・氏名・年齢・電話番号をハガキにご記入の上、菊池市社協「脳トレチャレンジ！」係
（〒861-1331菊池市隈府888）までお寄せください。社協だよりの感想やご意見などもぜひお聞かせください。

前号の
答え

Q
応募方法

令和3年11月30日（火）当日消印有効　※当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。

「菊女式 さくら子ちゃんの脳トレノート10月号」より
【漢字合わせクイズ】この漢字を合わせたら、何の漢字になるでしょう？

日　+　言　+　十　+　寺　＝　□□（2文字）

締め切り

くまもとを
食べよう!
農産物セットが
当たる!

8

対  象  者

募集人数

参  加  費
応募方法
申込期限

（1）菊池市（地域）が好き、自然が好き、人が好きな人
（2）地域福祉に関心のある人
（3）菊池市内の各地域で様々な地域福祉活動に関わっている人
20名程度（先着順）　オンライン受講　10名　　通学10名　
※通学の場合は泗水地域福祉センターが会場となります。
①菊池市社協会員　無料　　②菊池市社協会員外　1,000円
本会が用意する申込用紙に記入後提出。又は、電話にて受付
令和3年11月17日（水）

「福祉体験学習」
でした。たくさんのご応募
ありがとうございました。

第10期 地域福祉塾塾生募集!!!

〈申込み・問合せ先〉　菊池市社会福祉協議会　　ＴＥＬ：25-5000
〈主催〉菊池市社会福祉協議会　　〈共催〉菊池市　　〈後援〉きくもん福祉ネットワーク

〈研修日程および内容〉

日　　時 内　　容

11/20（土）
1日目 9：45～12：00

13：00～15：10

・開講式
・菊池市社会福祉協議会について
・菊池市の現状及び生活支援サービスについて

・地域福祉について
　　熊本学園大学　高林　秀明　教授

11/27（土）
2日目

9：45～12：00

13：00～15：10

・ボランティアとボランティアセンターについて（災害含む）
　　熊本県ボランティアセンター所長　桂　誠一　氏
・菊池市ボランティア活動紹介
　　音訳ボランティア　ひこばえ輪々の会

・人吉市災害ボランティアセンターについて
　　人吉市社会福祉協議会
　　人吉市災害救援ボランティアやませみ
・菊池市のボランティア活動について

12/4（土）
3日目 9：45～12：00

13：00～15：10

・これからの地域福祉活動について
　ひとちいき計画ネットワーク代表取締役　佐伯謙介　氏

・地域のお宝について（地域福祉活動事例）
・きくもん福祉ネットワークについて
・閉講式　修了証書授与（全過程修了者）

サロンレクリエーション講習会

日時　令和3年11月18日（木）13:30～15:00
場所　菊池市福祉会館
定員　40名

内容　「菊女式さくら子ちゃんの脳トレノート」を解いてみよう
お問い合わせ・申込み　菊池市社会福祉協議会  0968-25-5000
申込締切　令和3年11月16日（火）

菊池女子高校の生徒の皆さんが作った「菊女式 さくら子ちゃんの脳トレノート」を一緒に解きましょう。

案 内


